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文部省が全国的な規模のもとに学力調査を開始したのは，昭和31年度からである。当初は小・中・
高校とも抽出調査によっていたが， その抽出率はfまし学力調査の結果を都道府県別に発表するものも
なかったためか，全国学力調査が今日ほど教育界の問題になっていなかった。とれは，その当時はまlだ
教職員の}勤務評定問題も起と っていなかったととも関係があり，調査の結果会都道府県別に比較できる
ような資料も豊富に得られなかったととにも関係があろう。
その当時の学力調査は，文部省の説明では，あくまでも全国的続桜において行ない，全国的立場から
教育課混とか学習指導要領の改訂の参考資料としたり， 教育諸条件の整備の参考資料とするととろに主
目的があった。したがって，毎年同じ教科が同じ学校や児童生徒に調査されることもなくを都道府県別
や学校別に調査結果会比較することにはたいした意義はなく，個々の子どもの学習借導の改善4こ役だ，つ
ような資料もほとんど得られなかったと思う。
また，この学力調査は，短時間に行なわれるぺ ノー4ー テスト・ 客観テス トの方式によるので，その制
約よ，学習指導要領の要求するすべての学力にわたりえなかった。そのため，当特すでに高校入試の学
刀検査に，音楽，体育，図工などの実技も加えていた本県にとっては， この学力司王査が，高校入試など
の参考資料として，指導要録などに記入されるようなことは考えられてもいなかった。
しかいこの学力調査がせっかく全国的視撲で行なわれるので，間々の児童生徒の診断的な学力調査
として，これに適応する学習指導をくふうするような資料にはならなくとも，学級または学校全体の学
習指導の改善に何らか役だっ参考資料にもしたいと，本県の高校では，調査対象校にならないととろは
調査問題用紙を購入してまで，ほとんどの学校が実施していた。
当教育研究所では，本県へき地小 ・中学校300絞について，その教育諸条件全詳細に調査し，昭和
3 3年はその20 %. 3 4年度は 40%宏対象tこ，文部省の全国学刀調査を実施した。その結果は，全
国および全県(その当時，本県は小学校36校，中学校 18校を文部省で抽出)のものと名問題毎に分
析的に比較検討し，問題点全究明して「へき地児童生徒ω学力」と題する研究紀要企35ff.刊行し，そ
の大要は6月全国大会に発表した。この研究によると，へき地校は一般に学力水準が低<.教育諸条件
を整備することが先決問題であるが，中には都市の一流校にも劣らない学力水準を示すところがあったる
現地調査の結果，とれは社会教育の推進によって住民の教育意識が高揚‘され，家庭学習を奨励し7ごいる
ところであり，また， 学校教育の振興によって全教師が効果的な学習指導を行なっているところである
ととが縫認された。とれによって当研究所は教育条件の整備を目ざすよりどころとしt本県小・中学校
の施設設備および各教科の備品の基準を示す試案を研究紀要として刊行した。また，児童生徒の学力向
上を目ざして，昭和34年度から，第一次五か年計画の全所員共同研究として， r学力と学習指導なら
びに教育条件に関する実証拘研究」を始め， とれに全力を注いでいた。
文部省の学力調査が教育界の重大問題となったのは.36年没から中学校が悉皆謁査となり，3 7年
jえから小学校の抽出率が高くなり， 問題尉紙会無償配布して，希望参加校が増加するようになってから
であろう。これには教員の勤評や生徒の高校入試 ・就職などにも関係するように解されたところもあり ，
また，との学力調査の得点が，各都道府県や学校 ・学級または個人などの学力の全体を示すようにも誤
解・され，これを互いに比較したりするものも出たりしたため，非教育的な学力コンクール的.風潮もあ
らわれてきた。
とのように，文部省の全国学力調査は，その当初とは奥ーな')，影響するところも甚大となったが，小
・中学校のほとんど全数か調査されているので，研究資料と しては世2ぎになってきた。そのため，当研
究所でも再びこれ会とりあげ，学習指導改善に役だてること会主目的として，過去4年間全所員が学力
と学習指導改等に関する研究に没頭した実力会活用して，文部省から指示される以上に深い分析的研究
会試みようと考えた。
本県教育蚕員会では，文部省の学力調変-a:'担当するのは企磁行政諜で，指導主事や教育研究所員はと
れに協力してきたのであるが，昭和38年度の当初予算において，当併究所独自の構想、による全国学力
調査結果の分析とその活用に関する特殊研究費か，学力調査の主管課の予算とは別個に新しく認められ
た。
これによって， 3 8年皮から研究協力校も特設して分析的研究に若手し，とれに関する研究紀要も刊
行したが.39年度はさらに研究方法も深めてこれ会推進した。すなわb.研究協力学校において，全
国学力調査結果の応答分祈念行なって問題点会究明し，ついで.(1) その解答企するために基礎となる
知総 ・理解金みようとする問題， (2) その解答を出すまでの思考過程か判明するような問題.(3) 児童
生徒が問題の意味合どのよ うに受17とって解答したかがわかるよう1':，投聞の表現を変えてみるような
問題など乞当研究所で独自に作ってこれを分a析的問題と呼び，全国学力調査が実施されてから 3か月
後に，両者会それぞれ実施して比較検討し，ペーパーテストのほかに面鏡調査も行なってド 実証的な当
研究所の学力研究と関連づけて考察会加えることにした。
との研究紀婆は，これらの研究会まとめたものであるが，初めての試みとして，その研究方法も未熟
なところがあり，対象児童生徒数も少ないので，事例的な研究に終わっている。しかし，各学校の学習
指導に多少でも怠考になれば幸いである。各位のご批判によって，明年度はこの研究会さらに強力に縫
進したいと思う。
文部省でも各方函の批判にこたえて，来年度は中学校も約20%の抽出調査とし，問題作成も，学習
指導要領に示されている各教科の目標およひ'内容の基本的な諒項について，できるだげ理解の深さや応
用力，考え方などi'みるととができるように配慮・して行なうことになり，ペーパーテス ト 客観テスト
の方式による制約はあるが，国語，英語の一部はラジオ放送も加え，できるだけ基本的な学力について
の調査会行なうこと金ねらいとすることになった。こう して，学力調奇問題の内容も次第に改善されて
いくことが期待されるので，その結果に関するわれわれの分析的研究もいっそう意義が深くなるである
う。
おわりに， この研究tこど協力いただいた研究協力学校の校長先生をはじめ，刻係教職員ならびに児童
生徒諸子にも，心から感謝の窓会表する次第である。
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